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Security
優れた安全対策で皆様を守ります。

Service
先進の医療を快適に提供します。

Speed
すべてに迅速な対応を心がけます。

Sympathy
患者の皆様と思いを共有します。

http://www.sagaminojcho.go.Jp

人間ドック・健診施設機能評価認定施設

地域と共に
JCHO

■ 当院における『膵がん早期診断プロジェクト』のご紹介
■ 健康管理センターからお知らせ
■ 診療科紹介　第12回　歯科口腔外科
■ つぶやき「一人飲みのススメ」

Vol.84
2020年10月号（秋季号）2020年10月号（秋季号）

１．患者第一主義　常に診療を受ける皆様の立場で考え誠実に行動します。
２．安全確保　すべての診療現場で患者の皆様が安心できる環境を作り、安全で質の高い医療を提供します。
３．社会貢献　良質な医療提供を基本として積極的に社会に貢献をします。
４．公正で透明性のある病院　高い倫理観に基づき様々な情報を開示します。
５．働きがいのある職場作り　創造性、主体性を尊重しあい自由で働きやすい職場を実現します。

基本方針

JCHO

歯科口腔外科医長   山下　雅子

診療科紹介
第12回

歯科口腔外科
　歯科口腔外科は常勤医2名、非常勤医4名による
体制で診療を行っております。当科では、むし歯や入れ歯
などの一般歯科治療は行っておらず、抜歯や口腔腫瘍
および嚢胞など口腔外科的な治療や顎関節症、口内炎
などの口腔粘膜の疾患の精査および治療を行なって
います。完全紹介制で受けており、診察時間も予約制
になっておりますので電話にて予約を取っていただき
ますようお願いいたします。
　また、水曜日には入院による全身麻酔下での手術も
行っており、治療の際の痛みや不安がある方、親知らず

複数本を同時に抜歯したい方も可能ですので紹介受診いただけたらと思います。
　現在、2名の女性歯科医師が常勤しており、女性で構成されている口腔外科は珍しいです。非常勤医には
自治医科大学附属病院 歯科口腔外科から森良之教授および野口忠秀准教授を迎え入れており、治りにくい
口内炎や腫瘍などの疾患についても相談を受けておりますのでご紹介していただけたらと思います。
　これからも地域医療に貢献できるように努めてまいります。今後ともよろしくお願いいたします。

相 模 野 病 院
独立行政法人　地域医療機能推進機構 〒252-0206　神奈川県相模原市中央区淵野辺１－２－30
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小児科医長  横関　祐一郎
「一人飲みのススメ」

　正直、酒が強いほうではない。それに酒へのこだわりもない。そんな私だがいつの頃からだろうか、
一人で飲みに出かけるのが趣味になった。酒を飲むのが好きであり、酒に酔うのも好きであるが、一人
飲みの醍醐味とくれば 交流である。一人と交流では矛盾しそうだが、つまりは一人飲み同士あるいは
店員とのやりとりである。様々な年齢、職種、人種、人生観がそこにはあり（酒が好きというのは
おそらく共通している）、私にとって一人飲みはさながら舞台であり、学校であり、心を清める神殿で
ある。およそ職場と自宅だけでは得られない、刺激と知識と安らぎがある。硬く凝り固まった脳が
ほぐれるのは酒だけのせいではないだろう。交流できる相手に出会わなくても、人間観察だけでも
肴としては充分である。
　されど、かのウイルスが流行してからは自宅飲みとなった。
おかげで肴を作るのが上手くなったが、どうにも味気なく、厄災
の終息を祈る今日この頃である。

つ ぶ や き

（撮影：放射線科　石渡 雄二）



　2016年の国立がん研究センター情報サービスによれば、膵がんの死亡者数は33,700人

であり、1位肺癌、2位大腸癌、3位胃癌に次ぐ4位です。また膵がんの根治治療である外科的

切除術となる症例が20％以下と少なく、5年相対生存率は7.1％と予後不良な疾患です。この

膵がんの予後改善のためには“早期の膵がん”を発見し、手術することが重要と思われます。

膵がんは症状が出づらく、早期の診断にはより積極的な方策を講じる必要があると考えられ

ます。そのため、北里大学病院消化器内科を中心に『膵がん早期診断プロジェクト』を開始

しました。これは地域の病病連携、病診連携を生かし積極的に膵がんの危険因子を有する人に

CT、MRI、超音波内視鏡検査（EUS）などを適切に実施することで膵がんの早期診断を目指す

試みです。JCHO相模野病院は、日本膵臓学会認定指導施設でもあり、このプロジェクトの

協力病院です。次ページに掲載したポスターを参考にしていただき、

心配な患者さんをご紹介いただければ幸いです。相模原地区において

膵がんの早期診断率向上のため努力いたします。

　皆様のご指導、ご鞭撻を賜りたくよろしくお願い申し上げます。

消化器内科主任部長　今泉　弘

　当院における
 『膵がん早期診断プロジェクト』のご紹介
　当院における
 『膵がん早期診断プロジェクト』のご紹介

健康管理センターからお知らせ
　今年度の健康診断のご予約はお済みでしょうか。緊急事態
宣言発令中は健康診断を休止していましたが、6月から再開して
おります。病気の早期発見のためにも、年1回の受診をお勧め
いたします。
　待合室の密を避けるために、新たに午後健診を設けました。
事前の体温・体調チェック、定期的な消毒、待合室の間隔を
空けるなど十分な新型コロナ感染防止対策を行っていますので、
安心してご受診ください。



　2016年の国立がん研究センター情報サービスによれば、膵がんの死亡者数は33,700人

であり、1位肺癌、2位大腸癌、3位胃癌に次ぐ4位です。また膵がんの根治治療である外科的

切除術となる症例が20％以下と少なく、5年相対生存率は7.1％と予後不良な疾患です。この

膵がんの予後改善のためには“早期の膵がん”を発見し、手術することが重要と思われます。

膵がんは症状が出づらく、早期の診断にはより積極的な方策を講じる必要があると考えられ

ます。そのため、北里大学病院消化器内科を中心に『膵がん早期診断プロジェクト』を開始

しました。これは地域の病病連携、病診連携を生かし積極的に膵がんの危険因子を有する人に

CT、MRI、超音波内視鏡検査（EUS）などを適切に実施することで膵がんの早期診断を目指す

試みです。JCHO相模野病院は、日本膵臓学会認定指導施設でもあり、このプロジェクトの

協力病院です。次ページに掲載したポスターを参考にしていただき、

心配な患者さんをご紹介いただければ幸いです。相模原地区において

膵がんの早期診断率向上のため努力いたします。

　皆様のご指導、ご鞭撻を賜りたくよろしくお願い申し上げます。

消化器内科主任部長　今泉　弘

　当院における
 『膵がん早期診断プロジェクト』のご紹介
　当院における
 『膵がん早期診断プロジェクト』のご紹介

健康管理センターからお知らせ
　今年度の健康診断のご予約はお済みでしょうか。緊急事態
宣言発令中は健康診断を休止していましたが、6月から再開して
おります。病気の早期発見のためにも、年1回の受診をお勧め
いたします。
　待合室の密を避けるために、新たに午後健診を設けました。
事前の体温・体調チェック、定期的な消毒、待合室の間隔を
空けるなど十分な新型コロナ感染防止対策を行っていますので、
安心してご受診ください。



FS522898 　ISO9001:2015

Security
優れた安全対策で皆様を守ります。

Service
先進の医療を快適に提供します。

Speed
すべてに迅速な対応を心がけます。

Sympathy
患者の皆様と思いを共有します。

http://www.sagaminojcho.go.Jp

人間ドック・健診施設機能評価認定施設

地域と共に
JCHO

■ 当院における『膵がん早期診断プロジェクト』のご紹介
■ 健康管理センターからお知らせ
■ 診療科紹介　第12回　歯科口腔外科
■ つぶやき「一人飲みのススメ」

Vol.84
2020年10月号（秋季号）2020年10月号（秋季号）

１．患者第一主義　常に診療を受ける皆様の立場で考え誠実に行動します。
２．安全確保　すべての診療現場で患者の皆様が安心できる環境を作り、安全で質の高い医療を提供します。
３．社会貢献　良質な医療提供を基本として積極的に社会に貢献をします。
４．公正で透明性のある病院　高い倫理観に基づき様々な情報を開示します。
５．働きがいのある職場作り　創造性、主体性を尊重しあい自由で働きやすい職場を実現します。

基本方針

JCHO

歯科口腔外科医長   山下　雅子

診療科紹介
第12回

歯科口腔外科
　歯科口腔外科は常勤医2名、非常勤医4名による
体制で診療を行っております。当科では、むし歯や入れ歯
などの一般歯科治療は行っておらず、抜歯や口腔腫瘍
および嚢胞など口腔外科的な治療や顎関節症、口内炎
などの口腔粘膜の疾患の精査および治療を行なって
います。完全紹介制で受けており、診察時間も予約制
になっておりますので電話にて予約を取っていただき
ますようお願いいたします。
　また、水曜日には入院による全身麻酔下での手術も
行っており、治療の際の痛みや不安がある方、親知らず

複数本を同時に抜歯したい方も可能ですので紹介受診いただけたらと思います。
　現在、2名の女性歯科医師が常勤しており、女性で構成されている口腔外科は珍しいです。非常勤医には
自治医科大学附属病院 歯科口腔外科から森良之教授および野口忠秀准教授を迎え入れており、治りにくい
口内炎や腫瘍などの疾患についても相談を受けておりますのでご紹介していただけたらと思います。
　これからも地域医療に貢献できるように努めてまいります。今後ともよろしくお願いいたします。

相 模 野 病 院
独立行政法人　地域医療機能推進機構 〒252-0206　神奈川県相模原市中央区淵野辺１－２－30

TEL：042－752－2025（代）　FAX：042－754－9543（代）
発行責任者：今泉　弘　　企画・製作：広報誌作成委員会

独立行政法人 地域医療機能推進機構 相模野病院 地域連携情報誌独立行政法人 地域医療機能推進機構 相模野病院 地域連携情報誌

小児科医長  横関　祐一郎
「一人飲みのススメ」

　正直、酒が強いほうではない。それに酒へのこだわりもない。そんな私だがいつの頃からだろうか、
一人で飲みに出かけるのが趣味になった。酒を飲むのが好きであり、酒に酔うのも好きであるが、一人
飲みの醍醐味とくれば 交流である。一人と交流では矛盾しそうだが、つまりは一人飲み同士あるいは
店員とのやりとりである。様々な年齢、職種、人種、人生観がそこにはあり（酒が好きというのは
おそらく共通している）、私にとって一人飲みはさながら舞台であり、学校であり、心を清める神殿で
ある。およそ職場と自宅だけでは得られない、刺激と知識と安らぎがある。硬く凝り固まった脳が
ほぐれるのは酒だけのせいではないだろう。交流できる相手に出会わなくても、人間観察だけでも
肴としては充分である。
　されど、かのウイルスが流行してからは自宅飲みとなった。
おかげで肴を作るのが上手くなったが、どうにも味気なく、厄災
の終息を祈る今日この頃である。

つ ぶ や き

（撮影：放射線科　石渡 雄二）


